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田辺市文化賞の受賞者が決定しました

問合せ　秘書課 秘書係（☎ 0739-26-9910）
　

市
で
は
、
昭
和
45
年
に
創
設
し
た
「
田
辺
市
文
化
賞
」
の
制
度
を
継
承
し
、
毎
年
、
こ
の
時
期
に
市
の
文
化
（
学
術
、
芸
術
、
体
育
、
生
活
文
化
等
）
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

た
方
に
本
賞
を
贈
り
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
て
お
り
ま
す
。

　

創
設
か
ら
51
回
目
を
迎
え
た
本
年
は
、
長
年
に
わ
た
り
合
気
道
に
身
を
捧
げ
、
当
地
と
縁
深
い
合
気
道
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
五
味
田
聖
二
氏
と
、
当
地
方
に
関
す
る
史
料
の

収
集
や
研
究
に
傾
注
し
、
地
方
文
化
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
多
屋
朋
三
氏
の
お
二
方
に
本
賞
を
お
贈
り
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

︻
受
賞
者
の
紹
介
︼

　

昭
和
20
年
、田
辺
市
に
生
ま
れ
る
。

氏
は
、
あ
お
い
書
店
の
代
表
取
締
役

と
し
て
、
一
般
的
な
書
籍
等
を
販
売

す
る
傍
ら
、
こ
れ
ま
で
実
に
40
年
以

上
に
わ
た
り
、
営
利
を
度
外
視
し
て

主
に
明
治
～
昭
和
初
期
の
郷
土
に
関

す
る
史
料
の
収
集
や
研
究
、
そ
し
て

そ
れ
ら
を
元
に
し
た
復
刻
版
や
郷
土

図
書
の
刊
行
を
続
け
ら
れ
て
き
て
お

り
、
地
方
史
研
究
に
対
す
る
熱
意
と

そ
の
実
績
は
称
賛
に
値
す
る
。

　

そ
の
代
表
例
と
し
て
、
平
成
29
年

に
発
行
さ
れ
た
﹃
日
露
戦
争
を
伝
え

る
牟
婁
新
報
号
外
﹄︵
熊
野
歴
史
懇

話
会
編
︶
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
史

料
は
、
西
牟
婁
郡
田
辺
町
︵
現
田
辺

市
︶
で
創
刊
さ
れ
た
地
方
新
聞
﹁
牟

婁
新
報
﹂
が
発
行
し
た
日
露
戦
争
に

関
す
る
﹁
号
外
﹂
を
復
刻
し
た
も
の

で
あ
る
。﹁
牟
婁
新
報
﹂に
つ
い
て
は
、

社
長
・
主
筆
で
あ
る
毛
利
柴
庵
、
記

者
と
し
て
在
職
し
た
荒
畑
寒
村
や
菅

野
ス
ガ
等
の
論
説
の
ほ
か
、
南
方
熊

楠
や
大
石
誠
之
助
な
ど
も
有
力
な
投

稿
者
の
一
人
と
し
て
論
陣
を
張
る
。

不
二
出
版
か
ら
出
さ
れ
た
﹃
牟
婁
新

報
復
刻
版
﹄
に
は
、
こ
の
﹁
号
外
﹂

が
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、﹁
牟
婁
新

報
﹂
や
同
時
代
を
研
究
す
る
関
係
者

か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。　

　

こ
の
﹁
牟
婁
新
報
﹂
号
外
は
、
朋

三
氏
が
祖
母
の
百
回
忌
に
持
ち
物
を

整
理
し
て
い
る
際
に
偶
然
見
つ
け
た

も
の
で
あ
る
。
原
本
と
な
る
こ
れ
ら

の
史
料
は
、
そ
の
一
枚
一
枚
を
長
い

紙
に
糊の

り

で
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
巻
物
の

形
で
保
存
さ
れ
て
お
り
、
約
40
ｍ
に

も
な
る
長
さ
で
あ
っ
た
が
、
少
し
触

れ
る
だ
け
で
破
れ
る
ほ
ど
脆
く
な
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
牟
婁
新
報
研
究

者
の
池
田
千
尋
氏
︵
※
第
49
回
田
辺

市
文
化
賞
受
賞
者
︶の
助
言
に
よ
り
、

田
辺
市
立
図
書
館
に
寄
贈
し
て
保
存

が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の

時
に
氏
は
、
斯し
か
い界
に
貢
献
す
る
た
め

に
も
、
こ
の
号
外
１
８
５
枚
を
一
冊

の
本
と
し
て
出
版
す
べ
き
と
決
断
し

た
と
い
い
、
今
で
も
、
そ
の
行
動
に

賛
嘆
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

地
域
の
歴
史
や
文
化
を
伝
え
る
資

料
の
中
に
は
、
時
の
流
れ
の
中
で
忘

れ
去
ら
れ
た
ま
ま
、
あ
る
い
は
そ
の

存
在
す
ら
知
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、

私
た
ち
の
前
か
ら
消
え
て
い
く
も
の

も
少
な
く
な
い
が
、
氏
は
、
当
地
方

の
歴
史
や
記
録
を
丁
寧
に
掘
り
起
こ

し
、
復
刻
資
料
と
し
て
世
に
送
り
出

し
て
こ
ら
れ
た
。
氏
の
努
力
の
積
み

重
ね
に
よ
り
貴
重
な
資
料
の
保
存
が

図
ら
れ
、
そ
し
て
広
く
市
民
に
そ
の

記
録
を
目
に
す
る
こ
と
を
可
能
に
し

た
そ
の
労
力
と
熱
意
、
功
績
は
多
大

で
あ
る
。

︻
受
賞
者
の
紹
介
︼

　

昭
和
15
年
、西
牟
婁
郡
田
辺
町︵
現

田
辺
市
︶
に
生
ま
れ
る
。
氏
と
合
気

道
の
関
わ
り
は
、
昭
和
28
年
︵
当
時

13
歳
︶
に
ま
で
遡
る
。
田
辺
署
の
道

場
を
訪
れ
た
際
、
植
芝
盛
平
翁
が
、

警
察
官
を
軽
々
と
投
げ
飛
ば
す
光
景

に
衝
撃
を
受
け
、
入
門
す
る
。

　

以
来
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
65
年

以
上
の
長
き
に
わ
た
り
、
合
気
道
に

人
生
を
捧
げ
て
き
た
。
昭
和
40
年︵
当

時
25
歳
︶
の
時
に
合
気
会
五
段
位
を

取
得
。
盛
平
翁
か
ら
、
高
山
寺
に
あ

る
田
辺
道
場
長
に
任
命
さ
れ
る
。
昭

和
56
年
に
は
、
稲
成
町
に
﹁
合
気
道

田
辺
道
場
︵
稲
成
道
場
︶﹂
を
開
設
し
、

以
来
、
現
在
に
至
る
ま
で
道
場
長
と

し
て
多
数
の
門
下
生
を
指
導
す
る
と

と
も
に
、
地
域
内
の
道
場
に
も
出
向

き
、
合
気
道
の
普
及
に
励
ん
で
い
る
。

　

そ
の
他
、
和
歌
山
県
合
気
道
連
盟

の
要
職
を
務
め
る
と
と
も
に
、
平
成
21

年
か
ら
植
芝
盛
平
翁
顕
彰
会
理
事
長
、

平
成
24
年
か
ら
は
全
日
本
合
気
道
連

盟
理
事
に
も
就
任
し
、
植
芝
盛
平
翁

を
顕
彰
す
る
﹁
合
気
道
国
際
奉
納
演

武
﹂
の
開
催
に
尽
力
す
る
な
ど
、
国
内

外
に
お
け
る
合
気
道
競
技
の
普
及
及

び
発
展
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
18
年
に
八
段
位
を
取

得
。
八
段
位
の
現
役
指
導
者
は
、
合

気
道
本
部
道
場
︵
東
京
都
新
宿
区
︶

で
も
僅
か
８
名
し
か
い
な
い
。

　

令
和
元
年
に
開
催
さ
れ
た
﹁
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
紀
の
国
わ
か
や
ま

２
０
１
９
﹂
で
は
、
全
国
か
ら
約

２
５
０
名
が
演
武
を
披
露
す
る
交
流

大
会
が
実
施
さ
れ
、氏
は
関
係
機
関
・

団
体
と
の
調
整
の
ほ
か
、
交
流
大
会

で
監
督
的
な
役
割
を
務
め
た
。

　

武
道
指
導
充
実
に
係
る
地
域
外
部

指
導
者
と
し
て
、
田
辺
市
で
合
気
道

を
授
業
に
取
り
入
れ
て
い
る
中
学
校

６
校
の
う
ち
５
校
に
お
い
て
、
保
健

体
育
科
教
員
と
連
携
し
て
指
導
を
行

う
な
ど
、
合
気
道
と
共
に
人
と
し
て

の
さ
ら
な
る
高
み
を
志
す
そ
の
姿
は

多
く
の
人
々
か
ら
信
望
を
集
め
、
合

気
道
の
普
及
・
伝
道
師
と
し
て
の
そ

の
功
績
は
多
大
で
あ
る
。

多
た や

屋　朋
ともぞう

三 氏
（下屋敷町）

　昭和 39 年 和歌山県立田辺商業高等学校　卒業
　昭和 48 年～ 有限会社あおい書店 代表取締役
　平成 20 年～ 熊野歴史懇話会を運営

略 歴

　この度、田辺市文化賞受賞のご連絡をいただき、有難くお受けさせていただくことといたしました。
　書店を経営して 70 年になり、関連の出版に携わって 45 年の間、郷土資料の出版や復刻を行うなかで、先
輩や先生方、友人に支えられてやってこられましたことを幸せに思っております。
　これからも皆様のお力添えのもとで、資料の収集と出版を微力ながら続けてまいりたいと思います。
　最後に、この賞をいただく事になりましたことを深く感謝する次第です。ありがとうございました。

田辺市文化賞受賞コメント

　昭和 55 年 『田辺 ふるさと再見』
　　　　　　  編／田辺刊行会
　平成 29 年 『日露戦争を伝える牟婁新報号外』
　　　　　　  編／熊野歴史懇話会
　令和 ２ 年 『古の田辺・熊野古道の風景』
　　　　　　  企画／熊野歴史懇話会
　　　　　　  解説／久保卓哉　監修／橋本観吉　彩色／多屋朋三

など多数

主な出版物 [ ※あおい書店として ]

五
ご み た

味田　聖
せ い じ

二 氏
（稲成町）

　昭和 34 年 和歌山県立田辺商業高等学校　卒業
　昭和 40 年 合気道田辺道場 道場長
　平成 12 年 和歌山県合気道連盟 副理事長（平成 24 年まで）
　平成 14 年 田辺市体育連盟 副会長（平成 21 年まで）
　平成 21 年～ 植芝盛平翁顕彰会 理事長
　平成 24 年 和歌山県合気道連盟 理事長（平成 31 年まで）
　平成 24 年　 全日本合気道連盟 理事（平成 31 年まで）
　平成 31 年～ 和歌山県合気道連盟 副会長

略 歴

　平成 31 年 第 57 回和歌山県スポーツ賞 功労賞
　令和 ２ 年 日本武道協議会 武道功労賞

受 賞 歴

　今回の田辺市文化賞の連絡をいただいた時、他に素晴らしい業績をお持ちの方々
がいる中、私で良いのかと戸惑いました。
　昭和 28 年に開祖植芝盛平翁先生にご指導いただいてから 67 年、昨日のごとく思
い出されます。本年、植芝盛平記念館が併設された武道館が完成しました。この武
道館を拠点として、より多くの方に翁先生のことを知っていただければ幸いです。
　最後に、今回の受賞を一層の励みとし、合気道の発展の為に頑張りたいと思います。
ありがとうございました。

田辺市文化賞受賞コメント



トップニュース TOP NEWSトップニュース TOP NEWS

11 Tanabe Publicity  2020.12 広報田辺　令和２年 12 月号 10

■
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
と
は
？

　

事
業
所
︵
給
与
支
払
者
︶
が
、
所

得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、
従
業

員
の
方
︵
給
与
所
得
者
。
正
規
雇
用

だ
け
で
な
く
、
非
正
規
雇
用
も
含

む
。︶
が
納
め
る
べ
き
個
人
住
民
税

を
毎
月
の
給
与
の
支
払
時
に
徴
収

︵
天
引
き
︶
し
、
市
区
町
村
に
納
入

し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

■
ど
の
よ
う
な
場
合
に
特
別
徴
収
義

務
者
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

地
方
税
法
の
定
め
に
よ
り
、
所
得

税
の
源
泉
徴
収
義
務
者
で
あ
る
場
合

は
、
個
人
住
民
税
に
つ
い
て
も
特
別

徴
収
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
普
通
徴
収

︵
従
業
員
の
方
が
自
分
で
納
付
︶
と

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
退
職
者
又
は
退
職
予
定
者
︵
５
月

末
日
ま
で
︶

◇
給
与
支
給
額
が
少
な
く
、
個
人
住

民
税
額
を
引
き
き
れ
な
い

◇
給
与
の
支
払
が
不
定
期
︵
毎
月
支

給
さ
れ
て
い
な
い
︶

◇
他
の
事
業
所
で
特
別
徴
収
さ
れ
て

い
る
︵
乙
欄
︶

※
普
通
徴
収
と
す
る
場
合
は
、
給
与

支
払
報
告
書
と
一
緒
に
﹁
普
通
徴
収

切
替
理
由
書
︵
兼
仕
切
紙
︶﹂
を
必

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
実
施

し
ま
す

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
該

当
す
る
従
業
員
の
方
の
個
人
別
明
細

書
の
﹁
摘
要
﹂
欄
に
普
通
徴
収
に
該

当
す
る
理
由
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

■
特
別
徴
収
の
メ
リ
ッ
ト

　

従
業
員
の
方
に
と
っ
て
は
、
毎
月

給
与
か
ら
徴
収
さ
れ
る
た
め
、
わ
ざ

わ
ざ
金
融
機
関
へ
納
税
に
出
向
く
手

間
を
省
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

普
通
徴
収
は
年
４
回
払
い
に
対
し

て
、
特
別
徴
収
の
場
合
は
、
１
年
分

の
税
額
を
12
回
に
分
け
る
た
め
、
１

回
当
た
り
の
納
付
額
が
少
な
く
な
り

ま
す
。

　

事
業
所
に
と
っ
て
は
、
従
業
員
の

方
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人
住
民
税
額
は
、

市
区
町
村
で
計
算
し
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
所
得
税
の
よ
う
に
年
末
調

整
を
す
る
な
ど
の
手
間
が
か
か
り
ま

せ
ん
。

※
住
民
税
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
税

は
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
適
正
な
課

税
事
務
の
遂
行
の
た
め
、
な
お
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

令
和
３
年
度
（
令
和
２
年
分
）
給

与
支
払
報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い

■
提
出
期
限　

令
和
３
年
２
月
１
日
㊊

■
提
出
先　

令
和
３
年
１
月
１
日
現

在
に
お
け
る
従
業
員
の
方
の
住
所
地

の
市
区
町
村
で
す
。
市
の
場
合
は
、

左
記
又
は
各
行
政
局
住
民
福
祉
課

︵
19
ペ
ー
ジ
参
照
︶
へ
直
接
お
持
ち

い
た
だ
く
か
、
左
記
へ
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

︻
個
人
事
業
主
の
方
が
提
出
す
る
場

合
は
、
事
業
主
ご
本
人
の
個
人
番
号

と
本
人
確
認
の
書
類
が
必
要
と
な
り

ま
す
︼

■
番
号
確
認
及
び
本
人
確
認
を
行
う

時
に
使
用
す
る
書
類
の
例

◇
個
人
番
号
カ
ー
ド
︵
番
号
確
認
＋

本
人
確
認
︶

◇
通
知
カ
ー
ド
等
︵
番
号
確
認
︶
＋

運
転
免
許
証
、
公
的
医
療
保
険
の
被

保
険
者
証
等
︵
本
人
確
認
︶

※
代
理
人
が
提
出
さ
れ
る
場
合
は
、

事
業
主
ご
本
人
の
個
人
番
号
が
確
認

で
き
る
書
類
︵
写
し
で
も
可
︶
と
代

理
人
の
確
認
書
類
︵
税
務
代
理
権
限

証
書
・
税
理
士
証
票
等
︶
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

■
受
付
場
所　

税
務
課 

市
民
税
係

︵
本
庁
舎
2
階
︶

〒
６
４
６
︱

８
５
４
５ 

新
屋
敷
町
１

■特別徴収の仕組み

②税額の計算

③特別徴収税額の通知
　（5 月 31 日まで）

⑤税額の納入
　（翌月 10 日まで）

①給与支払報告書の提出
　（1 月 31 日まで）

③特別徴収税額の通知
　（5 月 31 日まで）

市役所

④給与の支払の際、
　税額を徴収
     6 月～翌年 5 月
     毎月の給与支給日（　　　　　　　  ）

事業所 従業員

※従業員の方が常時10名未満の事業所は、申請により年12回の納期を年2回とすることもできます。
※提出期限日が㊏㊐㊗の場合、これらの日の翌日をもってその期限とみなします。

個人住民税の特別徴収の実施と
令和 3 年度（令和 2 年分）給与支払報告書の提出について

問合せ　税務課 市民税係（☎ 0739-26-9920）

新型コロナウイルス感染症に関する事業者支援事業の
申請期限が迫っています（12 月 25 日㊎まで）

問合せ　下記参照

田
辺
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
対
策
奨
励
金

　

市
内
の
飲
食
店
・
カ
ラ
オ
ケ
店
・

宿
泊
施
設
に
お
い
て
、
県
の
感
染
拡

大
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
沿
っ
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
取
り
組
み
、
店
内
で
の
対
策
内
容

を
店
舗
入
口
等
に
掲
示
す
る
事
業
者

に
対
し
て
、奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
申
請
期
限　

12
月
25
日
㊎
ま
で

■
支
給
要
件

◇
市
内
の
飲
食
店
・
カ
ラ
オ
ケ
店
・

宿
泊
施
設
で
あ
る
こ
と

◇
将
来
に
わ
た
り
営
業
を
継
続
す
る

こ
と

◇
和
歌
山
県
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
遵
守
事
項
の
う
ち
、
10
項
目

以
上
に
取
り
組
む
こ
と

◇
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
内
容
を
店

舗
・
施
設
の
入
口
等
に
掲
示
す
る
こ
と

■
交
付
金
額　

５
万
円
︵
１
店
舗
又
は
１
施
設
︶

■
申
請
書
類

◇
奨
励
金
交
付
申
請
書

◇
誓
約
書

◇
店
舗
・
施
設
の
位
置
図
及
び
営
業

等
許
可
証
の
写
し　

■
請
求
書
類

◇
完
了
報
告
書
︵
後
日
、
職
員
が
訪

問
確
認
し
ま
す
。︶

◇
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
内
容
が
分

か
る
店
舗
・
施
設
の
外
観
及
び
店
内

写
真

◇
請
求
書
及
び
預
金
通
帳
の
写
し

田
辺
市
小
規
模
事
業
者
事
業
継
続

支
援
給
付
金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
伴
う
経
済
活
動
の
抑
制
に
よ

り
、
売
上
げ
が
減
少
し
て
い
る
小
規

模
事
業
者
に
対
し
、
事
業
の
継
続
を

支
援
す
る
た
め
の
給
付
金
を
交
付
し

ま
す
。

■
申
請
期
限　

12
月
25
日
㊎
ま
で

■
給
付
条
件

◇
市
内
で
飲
食
業
や
小
売
業
、
宿
泊

業
な
ど
を
営
む
小
規
模
事
業
者
︵
商

工
業
者
︶
で
あ
る
こ
と

◇
令
和
２
年
１
月
か
ら
同
年
６
月
ま

で
の
期
間
の
い
ず
れ
か
の
１
月
に
お

け
る
売
上
金
額
が
前
年
同
月
の
売
上

金
額
と
比
較
し
て
30
％
以
上
減
少
し

て
い
る
こ
と

◇
市
内
に
住
民
登
録
︵
令
和
２
年
５

月
１
日
現
在
︶
及
び
事
業
所
を
有
す

る
個
人
事
業
者
又
は
市
内
に
本
店
を

有
す
る
法
人
で
あ
る
こ
と

◇
市
税
︵
国
民
健
康
保
険
税
を
含

む
。︶
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

■
給
付
金
額　

10
万
円
︵
1
事
業
者
︶

︻
共
通
事
項
︼

　

申
請
書
等
を
左
記
へ
郵
送
又
は

直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

書
及
び
申
請
要
領
は
、
左
記
及
び

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き
ま

す
。

　

商
工
振
興
課
︵
本
庁
舎
別
館
3

階
︶

〒
６
４
６
︱

８
５
４
５

新
屋
敷
町
１

☎
０
７
３
９
︵
２
６
︶
９
９
７
０

　

０
７
３
９
︵
２
２
︶
９
８
９
８

　

http://w
w

w
.city.tanabe.

lg.jp/shoukou/index.htm
l

まずはお気軽に
ご相談ください！

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
事
業
応
援
補
助
金
　
感
染
拡
大

防
止
対
策
特
別
枠

　

上
記
﹃
田
辺
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
奨
励
金
﹄

の
対
象
と
な
る
事
業
者
で
、
要
件
を

満
た
し
た
場
合
は
、
感
染
拡
大
防
止

対
策
に
必
要
な
経
費
に
対
し
、﹃
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事

業
応
援
補
助
金　

感
染
拡
大
防
止
対

策
特
別
枠
﹄
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。

■
申
請
期
限　

12
月
25
日
㊎
ま
で

■
補
助
対
象
経
費

　

消
毒
液
、
ア
ク
リ
ル
板
、
空
気
清

浄
機
な
ど
感
染
拡
大
防
止
対
策
に
要

す
る
経
費

■
補
助
金
額

上
限
額
10
万
円
︵
感
染
拡
大
防
止
対

策
に
必
要
な
経
費
の
３
分
の
２
︶

★
申
請
書
等
を
左
記
へ
郵
送
又
は
直

接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
及

び
申
請
要
領
は
、
左
記
及
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
で
き
ま
す
。

　

た
な
べ
営
業
室
︵
本
庁
舎
３
階
︶

☆
０
７
３
９
︵
３
３
︶
７
７
１
４

　

h
ttp://w

w
w

.city.tan
abe.

lg.jp/tanabeeigyou/index.
htm

l
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店舗 ･店舗 ･
駐車場棟駐車場棟

新庁舎新庁舎
１階駐車場１階駐車場

線動の車：紀伊田辺駅
方面から
紀伊田辺駅
方面から

駐車場駐車場
出入口出入口

駐車場駐車場
出入口出入口

バス停バス停

西側道路西側道路

歩道橋でつながる立
体駐車場からの動線

ＮＮ

市
道
あ
け
ぼ
の
東
山
２
号
線

市
道
あ
け
ぼ
の
東
山
２
号
線

駐輪場駐輪場

バス停

3階駐車場3階駐車場

駐
車
場
入
口

駐
車
場
入
口

宝来町方面から宝来町方面から

紀伊田辺駅方面から紀伊田辺駅方面から

県道田辺白浜線県道田辺白浜線

店舗 ･店舗 ･
駐車場棟駐車場棟

新庁舎新庁舎
１階駐車場１階駐車場

線動の車：

紀伊新庄駅
方面から
紀伊新庄駅
方面から

紀伊田辺駅
方面から
紀伊田辺駅
方面から

駐車場駐車場
出入口出入口

駐車場駐車場
出入口出入口

バス停バス停

西側道路西側道路

歩道橋でつながる立
体駐車場からの動線

ＮＮ

市
道
あ
け
ぼ
の
東
山
２
号
線

市
道
あ
け
ぼ
の
東
山
２
号
線

駐輪場駐輪場

バス停

3階駐車場3階駐車場

県道田辺白浜線県道田辺白浜線

駐
車
場
入
口

駐
車
場
入
口

災害時の生活用水の確保にご協力いただける井戸を募集します

問合せ　下記参照

新庁舎北側交差点の改良工事について

問合せ　新庁舎整備室（☎ 0739-34-3336）
　

万
一
の
災
害
時
に
長
期
間
水

道
が
断
水
状
態
に
な
っ
た
場

合
、
被
災
者
へ
の
生
活
用
水
を

確
保
す
る
た
め
、
災
害
時
生
活

用
水
協
力
井
戸
と
し
て
ご
登
録

い
た
だ
け
る
井
戸
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

※
飲
用
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
登
録
要
件　
　

◇
市
内
に
あ
る
個
人
又
は
事
業

所
所
有
の
井
戸
で
あ
る
こ
と

◇
現
在
、
井
戸
と
し
て
使
用
し

て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き
使

用
を
予
定
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
こ
と

◇
屋
外
等
で
使
用
し
や
す
い
場

所
で
あ
る
こ
と

◇
外
部
か
ら
ゴ
ミ
や
土
砂
、
汚

染
水
等
の
侵
入
を
防
ぐ
井
戸
枠

等
が
あ
る
こ
と

◇
井
戸
を
汚
染
す
る
よ
う
な
も

の
が
周
囲
に
な
い
こ
と

◇
井
戸
水
の
色
、
濁
り
、
臭
い

等
、
生
活
用
水
と
し
て
の
使
途

に
不
適
当
な
水
質
で
な
い
こ
と

◇
周
辺
地
区
の
自
主
防
災
組
織

等
へ
の
情
報
提
供
、
市
の
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
情
報

を
掲
載
す
る
こ
と
に
同
意
で
き

る
も
の
で
あ
る
こ
と

◇
本
制
度
の
趣
旨
を
理
解
し
、

賛
同
し
た
所
有
者
の
も
の
で
あ

る
こ
と

◇
そ
の
他
登
録
に
不
適
当
な
理

由
が
な
い
こ
と

☆
左
記
問
合
せ
先
ま
で
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
要
件
を
満
た
す

と
思
わ
れ
る
井
戸
に
つ
い
て
、

所
有
者
の
方
と
日
程
を
調
整
の

上
、
現
場
確
認
な
ど
、
職
員
が

訪
問
し
登
録
に
向
け
た
作
業
を

実
施
し
ま
す
。

■
登
録
後
に
つ
い
て

　

本
登
録
制
度
の
要
綱
に
基
づ

き
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
市
か
ら
配
布
す
る
﹁
災

害
時
生
活
用
水
協
力
井
戸
﹂
の

標
識
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
◇
環
境
課 

環
境
対
策
係

☆
０
７
３
９
︵
２
６
︶
９
９
２
７

◇
各
行
政
局 
総
務
課

☆
19
ペ
ー
ジ
参
照

新春長距離走の参加者を募集します
（※今年度は、田辺・西牟婁郡在住の方のみを対象とします）

★
令
和
3
年
1
月
９
日
㊏　

※
小
雨
決
行
、荒
天
時
中
止︵
予

備
日　

1
月
10
日
㊐
︶

☆
◇
受
付　
7
時
50
分
～
8
時

20
分

◇
競
技
開
始　
9
時
～

◇
終
了
予
定　
13
時
30
分

★
田
辺
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
陸
上

競
技
場

☆
当
日
、
受
付
ま
で
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

◇
小
学
生　
２
０
０
円

◇
中
学
生　
３
０
０
円

◇
高
校
生　
４
０
０
円

◇
一
般　
　

５
０
０
円

☆
◇
ア
ス
リ
ー
ト
ラ
ン
キ
ン
グ

か
ら
お
申
込
み
が
で
き
る
方

　

下
記
ア
ス
リ
ー
ト
ラ
ン
キ
ン

グ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

※
編
成
に
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、資
格
記
録
︵
最
近
の
記
録
︶

を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
ア
ス
リ
ー
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
か

ら
お
申
込
み
が
で
き
な
い
方

　

氏
名
、
ふ
り
が
な
、
性
別 

、

部
門
・
種
目
、
学
校
又
は
所
属 

、

学
年
︵
一
般
の
場
合
は
年
齢
︶、

最
高
記
録
、
ゼ
ッ
ケ
ン
・
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
番
号
︵
お
持
ち
の

方
の
み
︶、
電
話
番
号
を
ご
記

入
の
上
、
下
記
へ
郵
送
又
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
左
記
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間

12
月
23
日
㊌
ま
で

☆
◇
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課 

市
民

ス
ポ
ー
ツ
係

〒
６
４
６
︱

０
０
６
１

上
の
山
一
丁
目
23
︱

1
︱

1

田
辺
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
管
理
事

務
所

☎
０
７
３
９
︵
２
５
︶
２
５
３
１

★
０
７
３
９
︵
２
５
︶
０
３
８
７

★sports@
city.tanabe.lg.jp

★http://w
w

w
.city.tanabe.

lg.jp/sports/

◇
ア
ス
リ
ー
ト
ラ
ン
キ
ン
グ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

☆http://w
w

w
.

athleteranking.com
/

　

新
庁
舎
北
側
交
差
点
は
、
商
業
施

設
の
跨
道
橋
を
撤
去
し
、
現
在
の
立

体
交
差
か
ら
平
面
交
差
に
交
差
点
改

良
を
す
る
こ
と
で
、
利
便
性
を
高
め

る
と
と
も
に
、
信
号
処
理
等
の
変
更

に
よ
り
、
安
全
性
が
確
保
で
き
る
よ

う
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
工
事
期
間
は
令
和
３
年
３

月
～
令
和
４
年
３
月
頃
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

交
差
点
改
良
に
よ
り
、
各
方
面
か

ら
の
出
入
り
は
下
図
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
庁
舎
の
西
側
道
路
は
、

南
側
か
ら
降
り
て
き
た
場
合
、
現
在

の
進
行
方
向
は
紀
伊
田
辺
駅
方
面
へ

の
左
折
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

本
工
事
に
よ
り
、
紀
伊
新
庄
駅
方
面

に
も
、
宝
来
町
方
面
に
も
進
行
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
西
側
道
路
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
庁
舎
整
備
期
間
中
︵
令
和
３

年
３
月
か
ら
新
庁
舎
建
築
工
事
完
成

ま
で
︶
は
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

問合せ　下記参照

▼紀伊田辺駅方面及び宝来町方面からの出入り

▼紀伊新庄駅方面からの出入り

　

紀
伊
田
辺
駅
方
面
及
び
宝
来
町
方
面
か
ら
新
庁
舎

へ
の
車
の
進
入
経
路
に
つ
い
て
は
、左
図
の
よ
う
に
、

進
入
が
し
や
す
く
な
る
よ
う
、
交
差
点
内
に
新
た
に

右
折
レ
ー
ン
を
設
置
し
ま
す
。

　

紀
伊
新
庄
駅
方
面
か
ら
新
庁
舎
へ
の
車
の
進
入
路

に
つ
い
て
は
大
き
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
帰
り

は
左
図
の
よ
う
に
、
西
側
道
路
か
ら
新
庄
駅
方
面
へ

の
右
折
が
可
能
と
な
り
ま
す
。


